
連携協力が必要な課題もあるということなどを踏まえながら効果的な取組が

講じられることが期待される。

そして、未来委員会が特に重要な点として指摘したことは、これまでの少

子化の取組は間口が狭いということであり、人口、経済、地域社会の課題に

一体的に取り組んでいくことが重要だということである。前述したとおり、

地方都市では若者が大都市部に流出することから子どもの数が減っており、

大都市部では子どもを産み育てやすいとはいえない環境下で女性一人が産む

子どもの数が大きく減っている。そうしたトレンドを変えるためには、地域

の活性化を図り、若者が選好する子育てのしやすい地方都市を増やすととも

に、混雑しすぎの大都市部の環境の改善もあわせて実現する必要がある。

このように、少子化問題への取組は、様々な観点からまだまだ踏み込む余

地があり、やれること、やるべきことはたくさんあると考えられる。

＜図表 人口、経済、地域社会の課題への一体的取組＞

人口安定と成長力強化
の好循環の実現

様々な場所で多様な個性
と能力が伸び伸び発揮さ
れる社会

人口と地方の縮み
指向に歯止めがか
からない

人口オーナス
による負の連鎖

日本らしさをブランドにした
成長・発展

東京の超高齢化、非効率化と
地方の疲弊の悪循環

デフレ脱却とあいまった
一体的な取組

 人口急減・超高齢化の克服が
最重要の課題

 希望通りに結婚、出産、子育て
できる環境の整備

 人口減少、高齢化、低成長を乗り越
えた日本発の世界に先駆ける成長・
発展モデルの構築

 イノベーションにより成長・発展を持
続する経済社会

 東京と地方が補完・交流し、
多様性に富んだ社会

 集約・活性化した地域のまち
づくり

地域社会

人口

経済

経済状況と出生率の間に
は相関関係

人口急減から経済の
縮小スパイラルに

若者が選好する地方都市が
増えれば人口増加

東京の過密、地方の
過疎が人口に影響

地方の活性化が日本の
成長力を高める

画一性、保守性が
成長力を弱くする

基盤となるのは人材育成 ：
次世代を産み育て、イノベーションを創出し、
地域社会を支えるのは「人」

人口、経済、地域社会
の歯車の好転
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●地域活性化への取組

地域の疲弊には慢性的なデフレの影響が大きく作用している。 年代に

入って以降、 万、 万人以上といった大都市において、日本経済全体

の動きにあわせて右肩下がりがはっきりしている。ただ、全体として年▲

％の低下と計測される。決して巻き返しがきかないほど大きな数字ではな

い。また人口規模が中程度の 万人、 万人程度の都市では堅調な経

済の動きをしているところも少なくない。デフレ脱却が視野に入ってきたこ

のタイミングを好機ととらえて創意工夫ある地域活性化を推進して成果が出

せるかどうかが重要である。

比較的堅調な地域経済にみられる特徴としては、一つには、内発的、自立

的、持続的な経済のメカニズムがつくられていることがあげられる。農業、

観光や、地域の地場の産業と地方大学などの間での産学連携など、内発的で

持続する仕組みを持っていると強みになる。外部の人やモノとの結びつけに

成功している事例も多い。例えば、デジタルマーケティングで都会や海外へ

物産を売り込む。複数言語で発信して外国人観光客を呼び込む。地域間の連

携協力を幅広い分野で進める。人材育成、産業振興、例えば農業や観光、産

学連携、少しエリアを広げることで新しいブランディングができたり、県境

をまたぐことで効果的な協力を構築できたりする。また、官民あげて取り組

んでいるところがうまくいっている。役場、地元の商店街、地場産業の担い

手企業、新しいＮＰＯなどが連携協力してまちおこしに取り組んでいる。こ

うした事例を参考にした取組の裾野が広がることが期待される。

人口減少が進むなか、地域の空間的な集約を図りながら地域の活力を維持

していく取組も重要になる。低利用地、未利用地、空き家対策などは、土地・

建物に対する権利関係の見直しへの抵抗から簡単に進まないが、地域の活力

を保っていくためには着実に取り組まれなければならない課題である。

その上で、まちづくり、しごとづくり、ひとづくり、これを三位一体で取

り組む視点がとても重要である。もともと愛着があり、稼ぎを得ることがで

きる見通しがあり、良好なコミュニティが存在していて子育てに優しい街で

あれば、若い人は出ていかないし、出て行っても戻ってくる。若い人、子ど

もが多い街は活気が継続し、新しい取組も生まれてくる。そうした良いサイ
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クルを回している地域は現に相当数存在しており、ここに活路が見出される。

第３章で人口・経済・地域社会をめぐる現状と課題について詳述する。ま

た、第５章で全国の市区町村の人口・経済データ一覧を掲載し、幾つかの市

区町村の事例を紹介する。

＜図表 地域社会の未来像＞

●未来を考える

未来委員会の活動には、様々な分野で活躍されている多数の識者の方々参

加、協力くださった。委員会の取りまとめ報告は、人口減少、慢性的なデフ

レ、地方の疲弊と東京一極集中が続いている現状が今のまま変わらず続いて

いく場合、日本の未来は極めて厳しいものとならざるを得ないという危機意

識が強く示されたものとなった。

では、どうしたら良いか。現状は簡単に処方箋を描くことが出来るような

状態ではない。それでも現状を変えようとする改革・変革が積み重なれば、

未来を変えることは出来るのではないか。要点は３つあると考えられる。

一つは働く・産むの選択をめぐってである。仕事をし、所得を得て、結婚

一律でない
サポート

ボトム
アップ

都道府県

近隣
市区町村

国
内発的・自律的・持続的な地域社会

地場産業
ベンチャー

農業・健康・観光

域内の循環

社会的起業
ＮＰＯ

連携・協力

協働・競争

新しい絆

ボトム
アップ

一律でない
サポート

ボトムアップ

一律でない
サポート

海外市場

外部との交流

産・学・官・金・労

集約・活性化

「つなぐ力」と「開くこと」

新たな関係

創意と人材・草の根の
イノベーション

多様さを活かす

つなぐ・開くが十分でないと・・・

農業 商業

工業 福祉

大企業

中堅企業

下請け 下請け

中堅企業

下請け 下請け

国

県

市町村 市町村

県

市町村 市町村

・他地域へ転出しない
・転出しても戻ってくる
（ ターン）
・転入が多い
（Ｉ・Ｊターン）

・仕事があり将来
不安が少ない

・子育てしやすい
（仕事との両立、
支えがある）

・出会いの機会が

ある（いろいろな
つながりや絆）
・時間的、精神的な
ゆとり

若者が多い
家庭当たり子ど
も数が多い

未婚、晩婚が
少ない

＜要因＞

子どもの数が増える地域社会
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